




害
を
減
ら
す
た
め
の
取
組
み
で
あ
る

「
赤
十
字
減
災
セ
ミ
ナ
ー
」
や
「
災

害
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
は
じ
め
と

す
る
様
々
な
事
業
を
積
極
的
に
展
開

し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
赤
十
字
活
動
は
、
皆
様

の
支
え
な
く
し
て
は
、
成
り
立
ち
得

ま
せ
ん
。
新
年
を
迎
え
、職
員
一
同
、

気
持
ち
も
新
た
に
事
業
の
推
進
に
東

京
都
支
部
を
挙
げ
て
全
力
で
取
組
ん

で
参
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
皆
様

か
ら
の
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
、
ご
協
力

を
賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　
結
び
に
、
本
年
が
皆
様
に
と
っ
て

幸
多
き
年
と
な
り
ま
す
よ
う
心
か
ら

祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
、
年
頭
の
ご

挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

日
本
赤
十
字
社
東
京
都
支
部

      

　
支
部
長
　
　
　
　
　
　

　
謹
ん
で
新
年
の
ご
挨
拶
を
申
し
上

げ
ま
す
。

　
皆
様
に
は
平
素
よ
り
赤
十
字
活
動

に
格
別
の
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜

り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
平
成
26
年
度
の
東
京
都
支
部
事
業

も
、
皆
様
の
多
大
な
ご
協
力
と
深
い

ご
理
解
に
よ
り
、
順
調
に
進
行
し
て

お
り
ま
す
こ
と
を
ご
報
告
申
し
上
げ

ま
す
。

　
さ
て
、
顧
み
ま
す
と
、
昨
年
も
数

多
く
の
自
然
災
害
が
発
生
い
た
し
ま

し
た
。

　
２
月
に
東
日
本
を
２
週
連
続
で



秋雨の降る 10 月 15 日、明治神宮会館
で平成 26 年度東京都赤十字大会を開
催しました。
この式典は赤十字事業の発展に尽くし
た功労者を表彰し、日頃の活動に感謝
する場として設けられています。
今年の東京都支部内における表彰数
は、金色有功章が 440 件、銀色有功章
が 737 件、感謝状が 1,867 件でした。
受賞者を代表した 15 人と、12 法人・
団体（右表参照）に対しては、名誉副総
裁の高円宮妃殿下や日本赤十字社副社

長、東京都支部支部長から、壇上にて直
接授与をさせていただきました。

大会の当日はあいにくの天気ではあり
ましたが 1,000 人を超える方々にご来
場いただき、盛況のうちに幕を下ろす
ことができました。

『たすけあいを、忘れない。』をテーマに
12 月 1 日から 25 日まで実施し、全国でご
協 力 を 呼 び か け ま し た。ＮＨＫ放 送 セ ン
ター（渋谷区）で開かれたオープニングセ
レモニーには、練馬白菊幼稚園の園児たち
がこの日のために集めた寄付金を手作りの
貯金箱に入れてもってきてくれました。
集められた寄付金は世界各地で起こる災害
や紛争、飢餓や病気などで苦しんでいる人
びとを救うために活用します。

東京都支部では、オーストラリア大陸の北
に浮かぶ洋上の国、東ティモールで現地の
赤十字社が行う救急法の普及事業を 10 年
前から支援しています。
隣国インドネシアの実質的な支配から脱
し、21 世紀最初の独立国となった東ティ
モール。アジアの最貧国に数えられる同国
では、医療・交通インフラがまだまだ発展
途上であり、救急法の応急処置が人びとの
命を救っています。

昨年 11 月末の同国首都ディリにて、東ティ
モール全土から集まったボランティアを対
象に、各地域で救急法の知識と技術を普及
する指導員の養成講習が開催されました。

その指導にあたったのは東京都支部のボラ
ンティア指導員である竹内孝子（たけうち
たかこ）さん。
インドネシア側の飛び地オエクシからはる
ばる参加した受講者の一人、高校生のセル
フィーさんは「以前、交通事故に遭遇した
ときに、救急法を知らず、救助に参加でき
ませんでした。私の地域で手当の方法を
知っている人はそう多くないと思い、指導
員になろうと思いました。救急法だけでな
く、今後は増加している飲酒や麻薬による
交通事故の防止キャンペーンなどにも参加
したいです」と熱心に語りました。

東京都支部は、今後も教材や資機材の購入
などにあてるための財政的な支援にとどま
らず、現地で救急法を直接指導をするなど
" 顔の見える " 支援も継続して行ってまい
ります。

日本赤十字社では、国外で活動するために、
自己完結型の基礎保健緊急対応ユニット

（ERU: Emergency Response Unit）を 養 成 し、
国境を越えて人道的な医療活動に取組んで
います。
昨年、熊本で開催された研修には、国内だ
けでなくアジア・オセアニア地域からも参
加者が集い感染症対策から薬品の扱い方、
メディア対応など国外の活動で必要な知識
と技術を学びました。

■研修を終えて
東京都支部から参加した矢田主事は「国外
で活動するためには、一定の語学力はもち
ろん、様々な状況に対応できる知識と技術
が必要になります。研修を終えて、やっと
スタートラインに立てた気持ちです」フィ
リピン赤十字社から参加したクレアさんは

「平成 25 年にフィリピンを襲った台風 の
経験から、様々な反省があります。今後の
台風に備えて、この研修で一から救援のフ
レームワークを学ぶことができました」と
それぞれの思いを語っていました。

金
色
有
功
章

銀
色
有
功
章

感
謝
状



日本赤十字社は、発災直後から被災地で災
害救護活動が展開できるよう、日頃から救
護活動に必要な知識と技術を習得する訓練

災害時は医療資源（医療スタッフ、医薬品、
大型テント等）が限られることから、傷病
者の重症度によって治療の優先順位を決め
ます。また、今回はこのような通常の医療
救護訓練に加え、現地からの情報を基に遠
隔地（東京）から医療資源を投入する訓練
を実施しました。必要なところに医療資源
が届くよう、得た情報を基に迅速かつ的確
に判断することも重要な技術の１つです。
最前線で活躍する医療救護班が活動しやす
い環境を作ることが、1 人でも多くの傷病
者を救うことにつながります。

を実施しています。11月には、首都直下地
震を想定して、埼玉県支部を中心に関東甲越
の支部が連携する救護訓練を実施しました。

天皇陛下が傘寿をお迎えになったことを記
念して、昨年の春と秋に２回、皇居乾通り
が一般公開されました。
12 月 3 日から 7 日までの秋の一般公開で
は期間中に約 35 万人が訪れ、その方々へ
の救護対応のため、日本赤十字社は臨時救
護所を設置しました。

の派遣依頼があったものです。
皇居の坂下門外に設置した救護所には 5 日
間の救護活動で 21 人の方が気分不良や転
倒などで来所。幸いにも日赤の救護所から
救急搬送された方はいませんでした。手当
を受けた方からは「紅葉に見とれていたら
転んでしまった。近くの救護所で手当を受
けることができてありがたかった」と感謝
の言葉をいただきました。
後日この活動に対して、天皇・皇后両陛下
より菊のご紋が入った御下賜品の日本酒と
お菓子を賜りました。

11 月 27 日、東京都支部に 18 番目の特殊
赤十字奉仕団、東京都赤十字二輪奉仕団が
誕生しました。
赤十字では発災直後から被災地に医療救護
班を派遣しますが、大規模災害では、緊急
車両が通れないなど多くの問題が発生しま
す。同奉仕団は、車両が進入できない場所
への医療救護班の搬送や情報収集等、バイ
クを活用した災害救護のサポートに従事し
ます。皆さんも、持っている技術を人のた
めに生かしてみませんか？

平成 27年１～３月
赤十字が参加・実施する
防災・減災イベント

【開催日】3月 11 日を中心に 3月中

※

　赤
十
字
大
会
に
お
招
き
い
た
だ
き
ま
し

て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　今
年（
平
成
26
年
）は
、大
山
総
裁
が
極
真

会
館
を
設
立
さ
れ
て
50
年
、ま
た
亡
く
な
ら

れ
て
か
ら
も
20
年
と
い
う
節
目
の
年
で
す
。

こ
う
し
た
年
に
名
誉
な
お
話
を
い
た
だ
け

た
こ
と
を
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

　基
本
的
に
は
、「
草
の
根
的
な
活
動
に
対

す
る
表
彰
を
受
け
る
事
」は
表
立
っ
て
お
知

ら
せ
す
る
よ
う
な
も
の
で
は
な
い
と
考
え

て
い
ま
す
が
、日
赤
を
支
援
す
る
活
動
は
極

真
会
館
全
体
の
取
組
み
で
す
し
、そ
の
取
組

み
に
対
し
て
表
彰
を
し
て
く
だ
さ
る
と
い

う
こ
と
で
し
た
の
で
、代
表
し
て
壇
上
に
上

が
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　私
た
ち
が
日
赤
の
支
援
を
し
て
い
る
の

は
、
極
真
会
館
の
活
動
の
目
的
が「
武
道
教

育
を
も
っ
て
社
会
貢
献
を
実
現
す
る
」と
い

う
も
の
で
あ
る
た
め
で
す
。例
え
ば
過
去
、

私
が
現
役
競
技
選
手
だ
っ
た
こ
ろ
は「
身
障

者
チ
ャ
リ
テ
ィ
」と
銘
打
っ
た
大
会
が
行
わ

れ
て
い
ま
し
た
。
　

　思
い
返
せ
ば
大
山
総
裁
の
指
導
は
途
方

も
な
い
反
復
の
稽
古
で
し
た
。繰
り
返
し
、

継
続
し
て
積
み
上
げ
る
こ
と
で
伝
統
や
格

式
を
生
む
と
の
お
考
え
で
し
た
。こ
れ
は
社

会
貢
献
活
動
も
同
様
で
、
選
手
の
あ
り
方
、

考
え
方
に
影
響
を
与
え
ん
と
の
お
考
え
も

あ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。そ
の
考
え
は
今

も
継
承
し
て
お
り
、そ
れ
を
よ
り
明
確
に
す

る
た
め『
奉
仕
の
団
体
で
あ
る
日
本
赤
十
字

社
を
通
じ
て
社
会
貢
献
を
し
て
い
る
』こ
と

を
内
外
に
発
信
し
て
い
ま
す
。

　そ
も
そ
も『
武
道
』と
は『
戈
』を『
止
』め

る『
道
』で
す
。空
手
に
は
攻
撃
の
イ
メ
ー
ジ

が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、『
攻
防
』と
い
う
と

お
り
、「
攻
め
る
」「
防
ぐ
」は
表
裏
一
体
な
の

で
す
。そ
し
て
「
防
ぐ
」
を
突
き
詰
め
る
と
、

ど
う
し
た
ら
争
わ
な
い
か
、ま
で
行
き
着
く

の
で
す
。つ
ま
り
、
稽
古
を
重
ね
て
強
く
な

る
の
は
、あ
く
ま
で
も
自
分
と
大
切
な
人
を

守
る
た
め
の
努
力
で
す
。稽
古
で
培
っ
た
技

術
を
使
用
す
る
機
会
が
な
い
に
越
し
た
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　日
赤
の
活
動
も
同
じ
だ
と
感
じ
て
い
ま

す
。訓
練
を
重
ね
な
け
れ
ば
、
災
害
時
の
救

護
活
動
は
で
き
な
い
。し
か
し
そ
の
機
会
が

な
い
に
越
し
た
こ
と
は
な
い
で
す
よ
ね
。こ

う
し
た
類
似
点
を
持
つ
日
赤
の
活
動
に
、極

真
会
館
は
賛
同
し
こ
れ
か
ら
も
支
援
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。日
赤
に
は
、

い
か
な
る
時
も
有
事
に
対
応
で
き
る
体
制

を
堅
持
し
て
く
れ
る
こ
と
を
強
く
願
っ
て

い
ま
す
。





　
日
本
国
内
に
お
け
る
女
性
の
が
ん

で
最
も
多
く
発
生 

し
て
い
る
の
が
乳

が
ん
で
す
。平
成
22
年
の
デ
ー
タ
で
は

年
間
約
７
万
人
が
罹
患
し
て
お
り
、
さ

ら
に
増
え
続
け
て
い
る
と
の
報
告
も

あ
り
ま
す
。

　
増
加
を
続
け
て
い
る
罹
患
率
・
死

亡
率
を
低
下
さ
せ
る
た
め
に
は
、
乳
が

ん
の
治
療
戦
略
が
必
要
で
す
の
で
、
そ

の
点
を
予
防
的
な
面
か
ら
お
話
し
し

ま
す
。





(c) Blue Hours

(c) Blue Hours

新宿東口駅前献血ルームの開設に伴い、新宿東口エリア（新宿東口献血ルーム、献血
ルーム新宿ギフト、新宿東口駅前献血ルーム）の定休日が左記の通りとなりました。



(c) Blue Hours

(c) Blue Hours

新宿東口駅前献血ルームの開設に伴い、新宿東口エリア（新宿東口献血ルーム、献血
ルーム新宿ギフト、新宿東口駅前献血ルーム）の定休日が左記の通りとなりました。



●千代田区
㈱朝日写真ニュース社
㈱日本翻訳センター
 ( 一社 ) 霞会館
㈱グローバルサーチ
中日マテリアル㈱　　　　                  
●中央区
小泉　久夫
田村　市兵衛
勝又税務会計事務所
データ・フォアビジョン㈱                       
●港区
和田　進
中川　一郎
前川　冨美子
日本通信エレクトロニック㈱
㈱イーリバースドットコム                
●新宿区
林　敏雄
㈱廣和技研
●文京区
土屋　實
㈱カワサキ
クレドアドバイザーズ㈱                       
●台東区
野口　香代子
玉姫稲荷神社 
靴のめぐみ祭り市実行委員会                    
●墨田区
深井　靖次郎  
●江東区
多久販売㈱
㈱木場リサイクル
●品川区
菅野　鴻三
藤田　公子

30 万円
30 万円

19 万 7,500 円
10 万円
10 万円

10 万円
10 万円
10 万円
10 万円

1,300 万円
10 万円
10 万円
20 万円
15 万円

10 万円
20 万円

50 万円
100 万円

10 万円

10 万円

10 万円

10 万円

20 万円
10 万円

12 万円
10 万円

●目黒区
長田　信夫
猪股　静江
㈱システムサイト
●大田区
紺野　博
白井　芳子
森岡　圀子
㈱高梨油気圧
㈱東信商会
●世田谷区
太田　米蔵
五来　百合子
小林　賢治
田中　千加子
みその商事㈱
●渋谷区
㈱パイドン       
●杉並区
大﨑　順巧
昭和建物㈱
㈱冨士計測器製作所
●豊島区
加藤　正嗣
メルスモン製薬㈱                     
●北区
㈱土質基礎コンサルタンツ
●板橋区
瀨戸川　睦人
●練馬区
古川　宣一
内田　正弘
㈱カワサキエンタープライズ
●足立区
和田　虎男
堀内　秀晃
増山　元美
三和産業㈱      

40 万円
10 万円
10 万円

30 万円
10 万円
10 万円
10 万円
10 万円

100 万円
100 万円

50 万円
10 万円
10 万円

40 万円

              10 万円
100 万円
100 万円

                  10 万円
10 万円

10 万円

100 万円

50 万円
10 万円
30 万円

20 万円
10 万円
10 万円
10 万円

 ●葛飾区
新日本電興㈱
㈻東京聖栄大学
●江戸川区
赤塚　明昭
岩楯　孝男
嶋田　慶三
●八王子市
古屋　文男
●立川市
立川市赤十字奉仕団  楽市
㈱真如苑 
●武蔵野市
山口　昭夫
●三鷹市
河合　直子
ソリッド㈱
●府中市
大内　勝美
大内　直美
㈱ビック・イン                   
●調布市
鴨下　尚子
●町田市
近藤　德彌
●国分寺市
匿名
●国立市
渡辺　恵子           
●神奈川県
浦野　喬義
匿名
●兵庫県
田尻　邦夫       

（敬称略・順不同）

10 万円
10 万円

20 万円
10 万円
10 万円

50 万円

10 万円
1,000 万円

10 万円

10 万円
60 万円

30 万円
10 万円
10 万円

60 万円

500 万円

100 万円

10 万円                    

10 万円
50 万円

10 万円

宗








